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	１　日時
	２　場所
	３　 出席者（敬称略）
	４　議事
	６　議事概要
	各議題について以下のような意見及び質疑応答があった。
	○技術的なロードマップと標準化時期は、現在想定されている時期なのか、それとも2020年代のある目標の実現をしようとした場合に、必要とされる時期という意味なのか？
	→現状はいずれの想定も含まれた情報になっている、再考する必要がある部分もあると思われる。
	○資料８－１のコメントにある、研究開発の重点を置くべきポイントとしては、資料８－２の35枚目の新たな電波利用4分野をピックアップしたということになるのか？
	→ポイントを大きな概念として整理したものが、その部分にあたる。
	○言葉の持つ意味が重要。電波利用が高度に展開し、新しい産業、価値をつくっていく部分を、新しい概念としてうまくまとめた言葉として掲げていくことが重要。
	○懇談会において、社会的効果をもう少し見やすくしたらどうかという指摘もあったため、社会的にどういう意味・効果があるのかについて、整理する必要があると考えている。
	○技術はあくまでツールであり、アプリケーションのためのものという考え方で、技術からアプリケーションへとつながる道筋をもっと明確化するとよいだろう。
	○2010年代に無線が果たす役割は、この10年よりも確実に重要になると思われることから、これを推進する立場として、キャッチフレーズのような旗があるとわかりやすいので、今後検討していく必要があるだろう。
	○部会での議論は技術メインで進められているが、キャッチフレーズを考える際には、技術とビジネスと社会と政策の関係性、相互作用を踏まえる必要があるだろう。
	○周波数の議論がこれまであまりされていないのではないかと思うがその点はどうか？
	→今後の検討スケジュールとして、電波有効利用方策として最終的にまとめていく予定。
	７　次回の予定
	次回の部会開催は、4月6日の週でスケジュール調整中。アドホックグループの開催については、必要に応じて別途調整する予定。
	以上

